
第２回 見つけた！ 私のまちの「いきばしょ」

お互いが見つけてきた「いきばしょ」を紹介しあい「いきばしょ」の多様性を味わいます

【第２回目への課題】
  ■自分のまちのなかにある「いきばしょ」を探してみましょう。

■その場所について、考えてみましょう。

  どんな場所？／その場所の機能は？／どんなところが「いきばしょ」と思いましたか？

公園／子どもが遊ぶ ふらっと寄れる場／地域の人が集まってラジオ体操・掃除をしている

コミュニティセンター／学習・交流の場 こども食堂 子育てサロン／困り事を話す 連帯深まる場

生涯学習センター／合唱団活動／ストレス発散、曲への想いが自分の感情を高める

プール／健康 遊び場 ストレス解消／皆の元気がもらえる 同じ時間の顔なじみ

喫茶店／コンサート 読書 集まり／顔なじみと話す 相談ができる 自分の時間を過ごせる

デジタルワークプレイス／誰でもどこからでも参加できるネット上の場所／様々な活動ができる

我が家の庭先／井戸端会議したり子どもも集まる／いちばん近くの人間関係、助け合い

神社・社務所／サロン 祭事 趣味の集まり場／「神社」という空間 集まる人で問題解決できる

盆踊り／普段会えない人と一緒に過ごす／ひとりでも家族でも参加でき会話が生まれる

野球スタジアム／チームのファンが集まる／知らない人とも仲間になれる

趣味の専門店／同じ趣味の集まり／あらゆるものが売っている 店主がすてき！ などなど

【グループで共有しましょう】
  ■グループメンバーと、まちのなかで見つけた「いきばしょ」について共有します。

  ■メンバーの発表を聴きながら、「いきばしょ」の多様性を味わいましょう。

✔いつもの場所も、見方を変えると「いきばしょ」になるんだなぁ。

✔「誰にとっての？」を変えると「いきばしょ」に求めるもの、意味は変わるんだなぁ。

↳お店、公園、人のあつまりなど ↳カフェ、子どもが遊ぶ場、同じ趣味を持った人の集まりなど

令和５年度まちづくりびと講座 令和５年９月２３日（土）１０：３０～１２：３０
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こんな視点で見る・考えることも出来るんだ



【わたしの「いきばしょ」を考える】 自分と対話する時間です。
 ■「いきばしょ」の多様なカタチを知ったうえで、わたしの「いきばしょ」について考えていきましょう。

 ■「どんないきばしょにしたい？」を考えるために、改めて原点（私の想い）を確認してみましょう。

       コトに注意が向きすぎて、肝心な想いを見失わないように・・・

【わたしの「いきばしょ」は・・・】 ペアになってインタビューし、確認します。
 聞き手は、話し手の「～～に興味がある」「地域の中につながりがないからなんとかしたい」の想

いに「どうしてそう思ったんですか？」「なんでそれが問題だと思ったんですか？」と質問や合い

の手を入れて、“信条・価値観”を思い浮かべていけるようなお手伝いをしてください。

 ■この講座に惹かれたきっかけは何ですか？

 私の関心のどの部分が、この講座とつながりましたか？

（考えていたこと、関心があったこと、気になっていたこと）

その関心は、どこからやってきたのでしょうか？

（なぜ、私はそのことに関心をもったのだろう？）

――私の関心の原点は、なんだったのだろう？

 ■何が達成されることを願いますか？

（原点に立ったとき）理想的な状態は、どんな状態ですか？

何が達成／満たされていることを願いますか？

――「いきばしょ」の輪郭が見えてくる・・・かも？

       自分の価値観が見えてくると
「私はこうしたい、こうなりたいと思っているんだ」がみえてくるかも。

【次回への課題】
  自分が話して気づいたり、あらためて確認できたことを言葉にしてください。

 ■私の関心の原点、私が願うことを手掛かりに、わたしのいきばしょのイメージをふくらませてみま

しょう。

Step1： 私は～ ～ ～ に関心があり、～ ～ ～な状態を願っています。

Step２： そんな願いに対して、いきばしょでは、 ～ ～ ～が出来るとよいなぁ。

 （どんな人が？ どんな人と？ 何をする？）
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